
授業改善推進プラン（教科 数学科） 

              

昨年度の授業改善推進プランの成果と課題 

１年 ２年 ３年 

みんなの前で説明する能力は身に

ついた。家庭学習の取り組み方や意

識の薄さが課題である。 

楽しみながら友だちと共に学ぶ

感覚が身についた。粘り強く取り

組む姿勢は来年度も引き続き指導

していく。 

 既習事項の総復習を行った結果、

自分の分からない部分が浮き彫りに

なり、学習意欲のさらなる向上につ

ながった。 

 

学年毎の課題分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 年 生徒の実態 学力調査、授業アンケート等を受けての具体的な授業改善策 

第1回 第2回 

１ 年 

 

・授業に対する

意欲が高いが、

小学校での既習

事項の定着が不

十分なとこがあ

る。 

・授業の中で既習事項にも触

れながら、進めていく。個

別指導で必要な段階まで立

ち戻って内容を確認させ

る。 

・内容が難しくなっていく中で

どのような学習をするとよい

のか個別指導している。既習

事項についてはその都度復習

を入れる。 

２ 年 

 

・数学的な用語

を使ってみんな

の前で説明する

能力が身につい

ていない生徒も

いる。 

・授業の中で説明をする機会

を多く設け、自己分析をし

て次に活かせるような環境

をつくる。 

・授業の展開の中で、プリント

を多く使用している。生徒同

士や教員を相手に説明をする

力を付けさせる。 

３ 年 
・問題を自力で

解けるように粘

り強く取り組む

ための知識が不

十分な生徒がい

る。 

・自分で必要な段階の復習を

家庭で行わせる。楽しい感

覚で友達と一緒に学べる環

境をつくる。 

・復習を家庭で行うよう授業内

で促す。単元の導入では、生

徒の興味関心を引く題材を使

い、楽しく学ばせる。 

 

今年度の授業改善推進プランの成果と課題 

１年 ２年 ３年 

      

 


